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ⅠⅠⅠⅠ....    行行行行     事事事事     報報報報     告告告告            

     「ＡＥＤ」を被災地「ＡＥＤ」を被災地「ＡＥＤ」を被災地「ＡＥＤ」を被災地・・・・道の駅に寄贈道の駅に寄贈道の駅に寄贈道の駅に寄贈                  ①1１月９日（水）  道の駅「よつくら港」（福島県いわき市四倉：国道６号） ②1１月１１日（金） 道の駅「さんりく」（岩手県大船渡市三陸町：国道４５号）    道建協が全国的に実施している社会貢献活動「ＡＥＤ を道の駅に寄贈する事業」は平成 20年から始められ、 昨年で東北６県、各県１箇所で一回りしましたが、東 北は配備されている道の駅が少ないので、今年も継続 して実施することにしました。 今年は震災で被災した地域の復興を期す意味で、 福島県いわき市の「よつくら港」、岩手県大船渡市 「さんりく」を選定しました。 現地での贈呈に先立ち、10月 12日、大塚広報委員長が東北地方整備局を訪れ、高橋交通対策課長、赤川道路情報管理官に、ＡＥＤ寄贈について報告し、協会の社会貢献活動について説明、ＰＲを行いました。   道の駅「よつくら港」は、施設の至る所に津波の傷跡が残されたなか、交流館で「仮営業中」でした。開設時からあったＡＥＤは津波で流失、駅舎の修理もこれからという状況下、駅長以下スタッフが再起に向け、日中の営業を再開していました。早稲田支部長から、道の駅を運営するＮＰＯ法人よつくらぶ佐藤理事長と白土駅長、に、贈呈書及びＡＥＤ本体が手渡され、その後、メーカー（フクダ電子㈱）担当者により、ＡＥＤの仕様の説明、取扱いのデモを行いました。佐藤理事長は「多くの人が訪れるので是非必要だった。とてもありがたい。」と話されていました。 道の駅「さんりく」は、三陸道・大船渡三陸道路の終点部の髙台にあり、震災の被災もさほどではなく、平常通りに営業できているというお話でした。大塚広報委員長から駅長である三陸ふるさと振興㈱平田副社長に贈呈書及びＡＥＤ本体が贈られ、平田駅長からは、「お客さまの安心につながる。普段から使い方をしっかり習得しておきたい」との謝辞がありました。その後の模擬訓練では、駅従業員からいろいろな質問が出され、担当者の説明を受けながら、本番に備え真剣に取組んでいました。          

 

     

（道の駅さんりく：贈呈・デモ状況） 
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官民合同安全パトロール官民合同安全パトロール官民合同安全パトロール官民合同安全パトロール    日 時：平成２３年１１月３０日（水）          対象工事：矢引地区舗装工事   （世紀東急工業㈱東北支店 施工） （酒田河川国道事務所）    伊藤副所長、ほか５名  （道建協） 早稲田支部長、宮村安全環境委員長、 上河副委員長、委員５名  路上工事における事故防止について、より実践的な対策を講じることを目的に、安全環境委員会が取組んできた「官民合同安全パトロール」が、酒田河川国道事務所のご協力により実施されました。  当日はあいにくの小雨模様でしたが、温海～鶴岡間


